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研究成果の概要（和文）：急性脳症などに由来する脳機能障害に伴う、言語機能障害児に関して、脳磁図を用いて、言
語機能回復、獲得を客観的に評価した。小児に言語刺激を有効に提供できる刺激作成装置、プロジェクターを開発し、
言語発達遅滞児に対して経年的評価を施行した。5例に対して検討を行い、経年的変化を3例で確認した。対象症例にお
いては、言語優位半球前頭部において、α帯域の律動性基礎波活動が減弱し、事象関連脱同期反応が見出され、この範
囲は、経年的に拡大していた。言語機能発達を客観的に表現する事が可能であった。
本研究の成果により、これまで困難とされていた、年少小児おける言語機能獲得過程の客観的評価が可能となった。

研究成果の概要（英文）：We investigated the process of recovering from language dysfunction in child patie
nts with acute encephalitis or congenital language disability using magnetoencephalography (MEG).  We inve
nted a language stimulator for children and studied sequential progress of language function.  Five patien
ts enrolled our study and 3 patients have been studied more than once.  We found alpha band oscillation de
pression in term of event related desynchronization at the language dominant hemisphere and the area has e
nlarged year by year.  Our study demonstrated the mechanism of language development in children directly.
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１．研究開始当初の背景 

インフルエンザ脳炎などを始めとする急
性脳炎は、乳幼児において急激に発症し、数
日の内に急激に広汎な大脳機能障害を来し、
また後遺症を遺す。周りで見守る両親始め家
族の悲嘆は大きく、また、医療者にとっても、
決定的な治療法がない現在においては、対症
療法に終始するしかない。特に、言語機能障
害は親、家族との意思伝達手段を奪い、また、
患児の社会参加において障壁となる。後遺障
害としての言語機能障害がどの程度であり、
今後回復の見込みを持てるのか否かの評価
は、社会参加に向けたリハビリテーションに
おいて非常に有益な情報と言える。 

本研究では、非侵襲的脳機能計測装置であ
る脳磁図(Magnetoencephalography: MEG)

を用い、年少小児における言語機能評価を定
量的に行ない、言語発達段階の可視化を行う
ことを試みた。 

 

２．研究の目的 

発達脳は可塑性があり、小児期における脳
障害に関しては、成人脳における障害と比し、
著しい回復を見せることがある。小児期にお
ける大脳障害の後遺症評価は、成人症例の経
験が必ずしも当てはまらない。出生児の低酸
素脳症、急性脳炎による言語障害において、
言語機能の定量的評価が可能であれば、言語
訓練などにおいて、到達目標を策定すること
が出来る。また、患児の脳機能評価が客観的
に行われ、回復の指標が得られることは、家
族への大きな力づけとなる。 

本研究では、非侵襲的脳機能検査法である
脳磁図（Magnetoencephalography: MEG）
を用いて、障害脳の言語機能を評価し、適切
なリハビリテーションへの橋渡しを行うこ
とを目標とした。 

 

３．研究の方法 

【対象】5 例の対象患児に対して研究を施行
した。疾患の内訳は、先天性筋症 1 例、急性
脳症後 2 例、Angelman 症候群 1 例、West

症候群後 1 例であった。 

【脳磁計】306ch 脳磁計（VectorView System, 

Elekta Co. Ltd, Stockholm, Sweden)を用い
て検討を行った。 

【文字刺激の合成】文字提示刺激は、被験児
の好む DVD 画像の背景に、文字情報を重ね
合わせた。出力 PC の画像を、刺激コントロ
ーラー  ･マルチフォーマットミキサー
(V-440HD, Roland)を使用し、任意のひらが
な単語と、ランダムドットを、刺激画像とし
て合成し、これを約 10 分間の時間を単位と
して、約 40 分間視聴することによって、文
字刺激を行った（図１）。刺激回数は 10 分間
で、各約 50 回であった。 

【文字刺激の呈示】刺激情報は、高解像度プ
ロジェクター(NP-PA550WJL, NEC)に、中
焦点のズームレンズ(NP13ZL, NEC)を用い
て、眼前に置いたスクリーンに直接投影し、

この画像を患児に見せることによって行っ
た（図２）。 

 

 

【信号解析】解析は、誘発時の自発記録を、
Matlab（Math Works Co. Ltd., USA）に取
り込み、刺激トリガーを基準として加算平均
を施行し、-50～0ms を基準線として、誘発
反応を検討した。また、刺激トリガーより
1000msまでの範囲で、周波数成分を 5～9Hz、
9～12Hz、13～15Hz に分割し、刺激による
変化（事象関連脱同期： Event related 

desynchronization:  ERD）を検討した。 

 

４．研究成果 

 先天性筋症による、言語表出障害を来して
いる患児に関しての検討を例示する。 

 患児は現在６歳で優位発語がみられない
が、喃語のような発声が乳児期より出現し、
言語理解は年齢相応に認められ、上記の喃語
を使い、意志を表出していた。iPad などのコ
ミュニケーションツールは上手に使用して
いた。 

この患児に関し、3 年間経時的に検討を行
った。6 歳時において刺激に対する誘発反応
は、約 680ms 付近で、有意語では左側頭・
頭頂部に認められた（図３，４）。 

 

3 歳時に施行した検討では、基礎波活動で
ある 9～12Hz 帯域において、有意な ERD は
見出されなかった（図５）。 

6 歳時に施行した検討では、9～12Hz 帯域
で、左後側頭部、頭頂部において強い ERD

 



（濃い青色）が見出された（図６）。 

 

本研究の成果により、これまで困難とされ
ていた、年少小児おける言語機能獲得過程の
客観的評価が可能となった。また、この発達
過程において、言語誘発によって得られる脳
機能変化は、言語優位半球の前頭葉、側頭葉、
頭頂葉に大きく広がる形式が見出された。今
後、これらの反応が、経年的にどのように変
化していくのか、今後の検討が必要であると
考えられた。また、正常対照症例の言語機能
獲得過程との比較を行うことにより、正常対
照に比した客観的言語機能獲得過程の標準
化が可能となるのではないかと考えられた。 
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